
126127

よ
り
、
作
動
に
問
題
が
生
じ
る
も
の
が
あ

る
。

　

オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
の
脇
に
位
置
す
る

こ
の
部
品
は
交
換
が
容
易
な
の
で
、
多
少

腕
に
自
信
が
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
な
ら
Ｄ
Ｉ
Ｙ

も
可
能
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
チ
ェ
ー
ン
の
張
り
が
適
切

に
維
持
で
き
れ
ば
、
問
題
の
一
つ
は
解
消

し
、
他
の
症
状
も
あ
る
程
度
は
緩
和
、
ま

た
は
予
防
で
き
よ
う
。

　

こ
の
作
業
は
残
り
二
つ
の
方
法
を
取
る

に
し
て
も
必
須
項
目
で
あ
り
、
入
門
に
は

お
手
軽
な
方
法
で
あ
る
。
点
検
の
た
め
に

オ
イ
ル
パ
ン
を
開
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
つ

い
で
に
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
の
ス
ト
レ
ナ
ー
を

対
策
品
に
交
換
す
る
の
も
お
勧
め
。

　

二
番
目
は
、
磨
耗
し
た
チ
ェ
ー
ン
ガ
イ

ド
レ
ー
ル
の
ア
ッ
パ
ー
部
分
を
交
換
す
る

方
法
。

　

前
述
し
た
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
音
が
続
い

た
車
両
は
、
多
く
の
場
合
、
チ
ェ
ー
ン
が

ガ
イ
ド
レ
ー
ル
を
擦
っ
て
磨
耗
さ
せ
て
し

ま
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
こ
の
方
法
は
工
賃

が
か
さ
む
エ
ン
ジ
ン
の
脱
着
を
せ
ず
に
、

磨
耗
し
た
ア
ッ
パ
ー
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
の
み
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気温が下がり500Eにとっても快適な季節。つ
いつい全開にする機会も増えるが、その前の転
ばぬ先の杖で、前回に続きタイミングチェーンの
メンテナンス（後編）を紹介。夏に酷使されこの
時期トラブルが増えるバッテリーは、ハイエンド・
ドライバッテリーの実力を試す。

熱血的W124愛好家の広場

　
「
高
価
だ
が
、
高
性
能
で
あ
り
、
よ
り

安
全
」
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
メ

ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
。
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
社
と

合
併
前
に
生
産
さ
れ
た
車
種
に
は
特
に
そ

の
傾
向
が
強
く
、
き
ち
ん
と
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
す
れ
ば
、
法
定
耐
用
年
数
を
超
え
て

も
難
な
く
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

は
、
多
く
の
読
者
諸
兄
も
経
験
し
て
い
る

は
ず
。

　

ド
イ
ツ
車
を
維
持
す
る
の
に
不
可
欠
な

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、

Ｗ
１
２
４
の
新
車
当
時
の
修
理
と
い
え
ば
、

情
報
を
独
占
し
て
い
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
並

行
車
販
売
店
で
の
お
任
せ
整
備
が
一
般
的

だ
っ
た
。
現
在
の
よ
う
な
メ
ル
セ
デ
ス
ケ

ア
と
い
っ
た
３
年
間
の
保
証
制
度
は
な
く
、

１
年
の
保
証
期
間
が
切
れ
た
後
は
、
高

額
な
修
理
代
に
閉
口
し
た
ユ
ー
ザ
ー
も
多

か
っ
た
が
、
一
部
で
は
円
高
と
内
外
価
格

差
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
部
品
の
個
人
輸

入
を
始
め
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
一

般
的
と
な
っ
た
90
年
代
中
盤
以
降
で
は
さ

ら
に
広
が
り
を
見
せ
、
海
外
通
販
や
純
正

以
外
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
パ
ー
ツ
を
利
用
す
る
動
き

が
盛
ん
に
な
る
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
修
理
代
が
か
さ
む
古

い
ベ
ン
ツ
を
安
価
に
維
持
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
、
値
落
ち
が
進
ん
だ
車
両
価
格

と
相
ま
っ
て
、
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
が
憧
れ

を
現
実
の
も
の
と
で
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
っ
た
一
連
の
ブ
ー
ム

の
牽
引
役
で
も
あ
っ
た
Ｗ
１
２
４
、
そ
の

最
高
峰
で
あ
る
５
０
０
Ｅ
も
、
最
近
で
は

自
動
車
事
故
に
よ
る
全
損
以
外
で
も
、
壊

滅
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
っ
て
、
廃
車
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
ク
ル
マ
が
出
始
め
て
い
る
。

　
「
病
気
に
な
る
が
死
な
な
い
」
と
ま
で

言
わ
れ
た
時
代
の
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
と
言

え
ば
、
エ
ア
コ
ン
の
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー
か
ら

の
ガ
ス
漏
れ
か
Ａ
Ｔ
と
相
場
が
決
ま
っ
て

い
た
。
だ
が
近
年
で
は
そ
れ
ら
が
対
策
さ

れ
た
ク
ル
マ
で
あ
っ
て
も
、
エ
ン
ジ
ン
に
致

命
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
る
も
の
が
増
え

て
い
る
。
最
も
代
表
的
な
も
の
は
、
前
回

紹
介
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
チ
ェ
ー
ン
系
の
破

損
で
あ
る
。

　

エ
ン
ジ
ン
に
と
も
な
う
ト
ラ
ブ
ル
を
完

全
に
防
ぐ
に
は
、
メ
ー
カ
ー
リ
ビ
ル
ト
の

エ
ン
ジ
ン
に
載
せ
替
え
る
の
が
最
も
確
実

な
方
法
で
あ
る
が
、
値
段
は
５
ℓ
モ
デ
ル

で
軽
く
４
０
０
万
円
を
超
え
て
し
ま
う
の

で
、
多
く
の
セ
カ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て

は
現
実
的
な
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
以
外
に
何
か
な
い
の
？　

と
不
安

気
な
目
で
問
う
悩
み
多
き
ユ
ー
ザ
ー
の
た

め
に
、
予
算
に
応
じ
た
対
策
法
を
指
南
し

よ
う
。

　　　

ま
ず
は
、
弱
点
の
一つ
で
あ
る
チ
ェ
ー
ン

テ
ン
シ
ョ
ナ
ー
。
冷
え
た
エ
ン
ジ
ン
を
始

動
さ
せ
る
時
に
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と
音
を
立

て
る
多
く
の
車
両
は
、
こ
の
部
分
に
異
常

を
抱
え
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ス
プ
リ
ン

グ
と
油
圧
で
チ
ェ
ー
ン
の
張
り
を
適
正
に

保
つ
部
分
で
あ
る
が
、
長
期
間
の
使
用
に

よ
っ
て
ス
プ
リ
ン
グ
が
ヘ
タ
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
シ
リ
ン
ダ
ー
部
分
の
固
着
や
磨
耗
に

500E
今
月
の
メ
ニ
ュ
ー

■
タ
イ
ミ
ン
グ
チ
ェ
ー
ン
メ
ン
テ
（
後
編
）

■
オ
デ
ッ
セ
イ
・
ド
ラ
イ
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
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500Eに長く乗り続けるためには
大怪我をさせないこと

を
交
換
す
る
と
い
っ
た
お
手
軽
な
方
法
。

　

手
順
と
し
て
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
も
簡
単
に

行
な
え
る
エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

脱
着
の
ほ
か
に
、
ヘ
ッ
ド
カ
バ
ー
の
脱
着

が
必
要
と
な
る
が
、
さ
ほ
ど
難
易
度
の

高
い
作
業
で
は
な
い
。
こ
れ
は
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
最
も
高
い
方
法
で
、
こ

れ
に
よ
り
多
く
の
車
両
は
当
面
の
難
か
ら

逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
と
な
る
ロ
ア
部
の
レ
ー
ル
点
検

も
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
の
大
ト
リ
は
定
番
の
エ
ン
ジ
ン
脱

着
で
の
作
業
。
確
か
に
脱
着
工
賃
は
か
か

る
が
、
エ
ン
ジ
ン
を
降
ろ
し
て
の
作
業
と

な
る
た
め
、
作
業
時
間
が
節
約
で
き
二
度

手
間
に
な
ら
な
い
の
が
メ
リ
ッ
ト
。
き
ち

ん
と
エ
ン
ジ
ン
を
降
ろ
し
て
、
不
具
合
の

原
因
と
な
る
チ
ェ
ー
ン
や
下
部
の
ガ
イ
ド

レ
ー
ル
も
全
部
交
換
で
き
る
。

　

脱
着
に
合
わ
せ
て
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ン

プ
ほ
か
水
回
り
部
品
を
同
時
に
交
換
す
る

の
も
い
い
方
法
だ
し
、
外
し
た
イ
ン
テ
ー

ク
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
の
内
部
を
洗
浄
す
る
こ

と
で
レ
ス
ポ
ン
ス
の
向
上
も
図
れ
る
。
多

く
の
車
両
が
ブ
ロ
ー
バ
イ
オ
イ
ル
で
ベ
ト

ベ
ト
、
真
っ
黒
の
イ
ン
マ
ニ
内
部
を
有
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
同
時
作
業
の
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
は
効
果
的
な
ポ
イ
ン
ト
。

さ
ら
に
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
内
の
洗
浄
、
清

掃
を
す
る
の
も
、
長
く
乗
る
の
を
前
提
と

し
た
ユ
ー
ザ
ー
に
は
お
勧
め
だ
。

　

ま
た
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
は
、
エ
ン
ジ
ン

を
降
ろ
し
た
場
合
に
、腐
食
が
著
し
い
ヘ
ッ

ド
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
交
換
す
る
で
あ
ろ
う
し
、

同
時
に
ス
テ
ム
シ
ー
ル
の
交
換
や
バ
ル
ブ

回
り
の
清
掃
、
シ
ー
ト
カ
ッ
ト
、
ガ
イ
ド

交
換
ま
で
で
き
れ
ば
、ヘ
ッ
ド
の
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
、
腰
上
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
は
完

了
だ
。
こ
こ
ま
で
や
れ
ば
、
バ
ル
ブ
ガ
イ

ド
の
磨
耗
に
よ
る
シ
ー
ト
あ
た
り
の
不
良

問
題
も
解
決
し
、
新
車
時
の
パ
ワ
ー
を
ほ

ぼ
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

　　

投
機
マ
ネ
ー
に
よ
る
原
油
価
格
の
乱
高

化
、
化
石
燃
料
の
枯
渇
と
い
っ
た
外
的
要

因
に
加
え
て
、
程
度
の
良
い
車
両
の
減
少

や
Ｏ
Ｅ
Ｍ
部
品
の
供
給
廃
止
、
純
正
部
品

の
欠
品
が
増
加
し
て
い
る
昨
今
、
格
差
社

会
の
流
れ
か
、希
代
の
名
車
５
０
０
Ｅ
オ
ー

ナ
ー
も
二
極
分
化
し
て
い
る
と
伝
え
聞
く
。

世
の
不
況
感
の
流
れ
に
同
調
し
て
、
夢
を

道
半
ば
で
あ
き
ら
め
る
、
不
調
を
押
し
て

「
病
気
に
な
る
が
死
な
な
い
」

５
０
０
Ｅ
に
異
変
が
…
…

適
切
な
予
防
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
れ
ば

ま
だ
ま
だ
イ
ケ
る
５
０
０
Ｅ

タイミングチェーンメンテ

■パーツの問い合わせ：スピードジャパン
TEL.03-3555-8865
www.speedjapan.co.jp/

チ
ェ
ー
ン
ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
す
る
た
め
の
３
ポ
イ
ン
ト

ク
ル
マ
を
動
か
す
の
は
と
て
も
残
念
な
こ

と
だ
。

　

老
若
の
区
別
は
あ
れ
、
誰
に
と
っ
て
も

今
が
一
番
若
く
、
年
を
重
ね
れ
ば
視
力
も

衰
え
体
力
も
衰
え
る
。
気
力
が
あ
っ
て

健
康
で
い
ら
れ
る
ま
で
あ
と
何
年
、
何
百

日
と
考
え
た
場
合
に
、
最
後
に
乗
る
ク
ル

マ
、
人
生
を
楽
し
む
ツ
ー
ル
と
し
て
考
え

る
と
、
愛
車
を
不
調
な
ま
ま
放
置
す
る

の
は
あ
ま
り
に
忍
び
な
い
。

　

人
生
、
最
後
に
乗
る
「
あ
が
り
の
ク
ル

マ
」
と
し
て
選
ん
で
も
、
何
の
遜
色
も
な

い
名
車
５
０
０
Ｅ
。
維
持
し
つ
つ
楽
し
む

た
め
に
は
、
無
理
を
せ
ず
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
組
ん
で
作
業
を
依
頼
す
る
の
が
、
ク

ル
マ
に
と
っ
て
も
、
自
分
に
と
っ
て
も
プ

ラ
ス
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

人
生
を
楽
し
む
ツ
ー
ル
な
ら

完
調
を
目
指
し
た
い

対策品のオイルデリバリーチューブへの変更
同時交換のオプションとしては、ヘッドカバー脱着時に前期型のアルミ製オイルデリバリーチューブを交換しておきたい。ここで、
巷で広まっている「オイルデリバリーチューブ」に関する誤解について説明しておこう。「前期型のアルミ製に対して、後期型のプ
ラスチック製はコストダウンの産物で信頼性に欠ける」との風評があるが、プラスチック製はカムホルダーの押さえ部分が形状
変更されているため、経年変化による「暴れ」が起きづらくなっている対策品である。旧部品を珍重する向きもあるが、AMGを
始め、世界中のエンジンチューナーもＯＨ時には対策品に変更している。もちろん、ヘアライン号のエンジンも旧部品ではなく、
対策品を使用している。ちなみにこのチューブは、長期間乗るとシール部のリング硬化やオイルラインの詰まりにより、デリバリー
チューブ自体が動いて異音が出るトラブルが多く発生している。タペット音のような異音が発生したら疑うべき個所である。

対策と予算

同時交換が
お勧め!

後期型のアルミ地カバーなら、外したついでにピカール
磨きを施したい。水ペーパーで研磨後に磨けばピカピ
カ仕様に生まれ変わる！

SPEED JAPAN北村号は、弱点のチェーンテンショナーとアッパー部分のガイド、ガタの出るオイルデリバリーチュー
ブを対策品に交換し、予防整備は万全だ。

↓対策品

未対策品↑

チェーン伸びが軽症でガイドレールが削れる前な
ら、チェーンテンショナー交換がお勧め。オイル
交換に合わせてDIYでの作業も可能。

STEP-01

※OEMあり
チェーンテンショナーの交換
■パーツ価格：42,800円（純正）

STEP-01にプラスして、ヘッドカバーを開けるだ
けで交換できるアッパーのガイドレールを交換す
る定番メニュー。

STEP-02
ガイドレールのアッパー部の交換
■パーツ代：ガイド7,570円 パッキン14,800円

ロアーレールやチェーンなど、タイミング系弱点
の全交換安心メニュー。エンジン脱着が前提な
のでヘッドのオーバーホールも検討したいところ。

STEP-03
エンジンを降ろしてチェーン交換
ついでに不具合部分の交換も
■パーツ代：チェーン57,200円　
　　　　　ロアレール12,690円

■パーツ代：オイルチューブ2,890円×16本=46,240円
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日
本
自
動
車
連
盟
の
発
表
に
よ
れ
ば
、

路
上
救
援
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
で
多
い
の
が
、

バ
ッ
テ
リ
ー
上
が
り
（
36
・
３
％
）
で
、

ダ
ン
ト
ツ
で
ト
ッ
プ
。
破
損
バ
ッ
テ
リ
ー

の
２・５
％
を
含
め
る
と
、
一
般
路
上
で
の

ト
ラ
ブ
ル
の
約
４
割
が
バ
ッ
テ
リ
ー
と
い

う
か
ら
驚
き
だ
。
ビ
ン
テ
ー
ジ
カ
ー
に
乗

る
者
と
し
て
は
、
要
注
意
点
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

　

今
さ
ら
解
説
す
る
必
要
も
な
い
が
、
古

い
ク
ル
マ
に
乗
っ
て
、
路
上
で
ト
ラ
ブ
ル

に
見
舞
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
恥
で
も
あ

る
し
、
事
故
や
渋
滞
の
原
因
に
も
な
り
か

ね
な
い
。
第
一
、
大
事
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
予
定
も
狂
っ
て
し
ま
う
し
、

故
障
す
る
よ
う
な
ク
ル
マ
に
乗
っ
て
移
動

し
て
い
る
よ
う
で
は
信
用
す
ら
失
い
か
ね

な
い
。

　

ド
イ
ツ
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
は
欧
州
Ｄ
Ｉ

Ｎ
規
格
で
あ
り
、
国
産
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
と

は
異
な
る
か
ら
、
か
つ
て
は
選
択
肢
も
少

な
く
高
価
な
専
用
品
が
多
か
っ
た
が
、
最

近
で
は
純
正
採
用
品
で
あ
る
ボ
ッ
シ
ュ
の

ほ
か
、
韓
国
製
の
廉
価
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど

選
択
肢
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
今

回
取
り
上
げ
る
の
は
、
工
業
分
類
で
言
わ

れ
る
「
始
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー
」
と
は
異
な

る
「
デ
ィ
ー
プ
サ
イ
ク
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
」。

　

蓄
電
池
の
分
類
を
簡
単
に
説
明
す
る

と
、
乾
電
池
の
よ
う
な
一
回
き
り
の
利
用

を
目
的
と
し
た
「
一
次
電
池
」
と
、
自
動

車
の
鉛
バ
ッ
テ
リ
ー
に
代
表
さ
れ
る
「
二

次
電
池
」
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
「
二
次

電
池
」
は
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
ら
れ
、一
般

の
自
動
車
に
使
用
さ
れ
る
「
ス
タ
ー
タ
ー

（
始
動
用
）
バ
ッ
テ
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
は
、
始
動
セ
ル
な
ど
の
短
時
間
の
瞬
発

力
に
は
優
れ
る
が
、
長
時
間
放
電
に
は
弱
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倶
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倶
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い
ス
プ
リ
ン
タ
ー
タ
イ
プ
。
も
う
一つ
が
電

動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
主
に
無
停
電
電
源

に
使
用
さ
れ
る「
デ
ィ
ー
プ
サ
イ
ク
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
」。
連
続
放
電
に
優
れ
、
長
時
間

連
続
使
用
に
適
し
た
バ
ッ
テ
リ
ー
だ
。

　　

ヘ
ア
ラ
イ
ン
号
は
、
電
動
フ
ァ
ン
化
で

低
速
や
渋
滞
時
で
の
電
気
負
荷
が
増
え

た
こ
と
や
、
最
上
級
の
マ
ク
ロ
ム
Ａ
級
ア

ン
プ
の
搭
載
に
よ
り
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
時

の
電
力
消
費
が
増
し
た
と
い
う
背
景
が
あ

り
、
３
年
の
使
用
で
交
換
時
期
を
迎
え
た

蓄
電
池
系
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
か
ね
て
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い

た
、
高
性
能
バ
ッ
テ
リ
ー
を
検
討
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
、
採
用
し
た
オ
デ
ッ
セ
イ
の
ア
ル

テ
ィ
メ
イ
ト
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
分
類
上
、

始
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー
に
区
分
さ
れ
る
が
、

ド
ラ
イ
タ
イ
プ
・
密
閉
式
の
デ
ィ
ー
プ
サ

イ
ク
ル
で
、
始
動
用
の
瞬
発
力
に
デ
ィ
ー

プ
サ
イ
ク
ル
の
持
久
力
を
兼
ね
備
え
た
マ

ル
チ
・
ア
ス
リ
ー
ト
タ
イ
プ
だ
。
こ
の
タ

イ
プ
は
容
量
の
多
く
を
使
う
こ
と
が
可
能

で
、
内
部
抵
抗
が
極
め
て
少
な
い
優
れ
た

特
性
を
持
つ
が
、
コ
ス
ト
が
高
い
た
め
市

販
量
産
車
で
は
ま
ず
使
わ
れ
る
こ
と
が
な

い
。
し
か
し
、
逆
に
過
酷
な
使
用
条
件
下

の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
や
レ
ー
ス
用
の
車

両
で
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
が
採
用
す
る
と

い
う
優
れ
も
の
。

　

ま
た
「
Ａ
Ｍ
Ｇ
技
術 

」
と
呼
ば
れ
る

電
解
液
を
グ
ラ
ス
マ
ッ
ト
に
浸
し
、
セ
ル

で
密
閉
し
て
あ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
の

で
液
漏
れ
を
起
こ
さ
な
い
。
さ
ら
に
外
側

の
ケ
ー
ス
は
金
属
製
で
、
他
社
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
シ
ェ
ル
ケ
ー
ス
と
は
異
な
り
、

衝
突
時
に
外
力
が
か
か
っ
た
場
合
や
内
圧

が
高
く
な
っ
た
時
に
、
破
裂
や
破
損
が
起

こ
り
や
す
い
と
い
う
難
点
を
カ
バ
ー
し
て

い
る
。

　

特
に
５
０
０
Ｅ
の
よ
う
に
、バ
ッ
テ
リ
ー

が
ト
ラ
ン
ク
の
右
端
に
あ
る
よ
う
な
車
両

は
、
リ
ア
が
ヒ
ッ
ト
し
た
際
に
衝
撃
が
加

わ
る
部
分
な
の
で
、
金
属
製
を
採
用
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
増
す
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、
充
電
量
が
減
っ
た

状
態
で
も
Ｃ
Ｃ
Ａ
（
コ
ー
ル
ド
・
ク
ラ
ン

キ
ン
グ
・
ア
ン
ペ
ア
）
が
高
い
こ
と
と
自

然
放
電
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

夏
の
酷
暑
期
に
は
水
温
を
気
に
し
て
夏

眠
に
入
り
、
秋
、
涼
し
く
な
っ
て
再
始
動

と
い
う
使
用
状
況
の
５
０
０
Ｅ
で
は
、
保

管
中
に
バ
ッ
テ
リ
ー
を
上
げ
て
し
ま
う
こ

と
が
よ
く
あ
る
。
始
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー
は

容
量
の
約
３
割
く
ら
い
し
か
使
え
な
い
仕

組
み
だ
し
、暗
電
流
に
よ
る
過
放
電
は
バ
ッ

テ
リ
ー
自
体
を
傷
め
て
し
ま
う
か
ら
注
意

が
必
要
だ
。
と
こ
ろ
が
本
品
は
、
残
充
電

量
が
少
な
く
な
っ
て
も
難
な
く
始
動
が
可

能
で
あ
り
、
充
放
電
を
繰
り
返
す
状
況
で

も
、
適
切
な
満
充
電
に
よ
り
４
０
０
回
以

上
も
継
続
使
用
で
き
る
特
性
だ
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
前
述
し
た
通
り
密

閉
の
ド
ラ
イ
方
式
で
あ
る
た
め
、
希
硫
酸

の
液
漏
れ
に
よ
る
腐
食
を
起
こ
さ
な
い
。

５
０
０
Ｅ
の
弱
点
と
も
呼
ば
れ
る
ト
ラ
ン

ク
の
腐
食
を
防
止
で
き
る
点
は
心
強
い
。

ヘ
ア
ラ
イ
ン
号
は
板
金
作
業
時
に
清
掃
と

耐
酸
性
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
あ
っ
た
の
だ
が
、

ご
覧
の
通
り
２
年
で
サ
ビ
が
進
行
し
て
い

た
の
だ
！　

　

い
く
ら
気
に
し
て
い
て
も
、
毎
回
バ
ッ

テ
リ
ー
を
外
し
て
点
検
ま
で
は
で
き
な
い

オ
ー
ナ
ー
に
は
、
こ
れ
だ
け
で
も
価
値
が

あ
る
と
言
え
る
。

　　

ち
な
み
に
オ
デ
ッ
セ
イ
バ
ッ
テ
リ
ー
の

源
流
に
つ
い
て
、国
内
販
売
元
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
」
の
丹
羽
さ
ん
に
話
を
伺
う
と
、

第
二
次
世
界
大
戦
下
の
バ
ト
ル
オ
ブ
ブ
リ

テ
ン
で
、
英
国
本
土
防
衛
に
活
躍
し
た

ホ
ー
カ
ー
社
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
、
航

空
機
用
バ
ッ
テ
リ
ー
に
さ
か
の
ぼ
る
の
だ

と
い
う
。
過
酷
な
状
況
で
の
始
動
性
や
ド

ラ
イ
セ
ル
に
よ
る
耐
Ｇ
、
耐
久
性
、
信
頼

性
が
高
い
の
も
、
な
る
ほ
ど
納
得
が
で
き

る
話
だ
し
、
船
舶
用
や
産
業
用
機
器
、
レ

ス
キ
ュ
ー
用
に
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う

の
も
納
得
で
き
る
。

　

１
９
０
Ｅ
の
２・５
‐
16
を
所
有
す
る
メ

ル
セ
デ
ス
フ
リ
ー
ク
の
丹
羽
さ
ん
に
よ
れ

ば
、
５
０
０
Ｅ
の
場
合
に
は
、
オ
デ
ッ
セ

イ
の
ア
ル
テ
ィ
メ
イ
ト
シ
リ
ー
ズ
と
呼
ば

れ
る
大
容
量
の
「
Ｌ
Ｂ
１
７
０
０
」
が
お

勧
め
だ
と
い
う
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
円
筒

形
の
形
状
が
多
い
デ
ィ
ー
プ
サ
イ
ク
ル
タ

イ
プ
の
中
で
は
珍
し
い
、
純
正
置
換
可
能

な
Ｄ
Ｉ
Ｎ
サ
イ
ズ
。
無
加
工
、
ボ
ル
ト
オ

ン
装
着
が
可
能
で
、
純
正
ス
テ
ー
利
用
な

の
が
何
よ
り
嬉
し
い
。

　

実
は
こ
れ
ま
で
も
オ
ー
デ
ィ
の
コ
ン
テ

ス
ト
に
向
け
て
、
ヘ
ア
ラ
イ
ン
号
に
他
形

状
の
デ
ィ
ー
プ
サ
イ
ク
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
を

装
着
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
が
、
装

着
が
困
難
な
の
と
、
本
体
の
高
さ
が
純
正

と
異
な
る
た
め
ト
ラ
ン
ク
の
使
用
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
か
ら
躊
躇
し
て
い
た
の
だ
。

　

さ
て
交
換
後
の
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

ま
ず
第
一
に
エ
ン
ジ
ン
の
セ
ル
の
回
転
、
ラ

イ
ト
点
灯
時
の
明
る
さ
が
違
う
。
何
よ
り

お
気
に
入
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
聴
い
て

い
る
時
の
、
繊
細
な
バ
イ
オ
リ
ン
の
音
や

シ
ン
バ
ル
の
微
振
動
が
は
っ
き
り
と
聞
こ

え
る
の
が
実
感
で
き
た
。

　

カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
の
分
野
で
バ
ッ
テ

リ
ー
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
Ｍ
Ｅ
Ｓ
」
な
ど
の
オ
ー
デ
ィ
オ
コ
ン
テ
ス

ト
で
装
着
率
が
高
い
の
も
当
然
と
言
え

ば
当
然
だ
。
身
近
な
例
え
で
恐
縮
だ
が
、

ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
を
ニ
ッ
カ
ド
電
池
と
マ
ン
ガ

ン
電
池
で
聞
い
た
く
ら
い
の
差
で
あ
る
。

　

電
気
系
の
要
と
言
わ
れ
る
バ
ッ
テ
リ
ー
。

値
段
に
捕
ら
わ
れ
て
安
価
な
ア
ジ
ア
製

バ
ッ
テ
リ
ー
を
通
販
で
買
っ
て
装
着
す
る

の
も
良
い
が
、
一
度
桁
外
れ
に
上
級
の
物

を
味
わ
っ
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

世
の
ハ
イ
エ
ン
ド
オ
ー
デ
ィ
オ
装
着
車
や

Ｗ
Ｒ
Ｃ
な
ど
の
競
技
用
車
両
、
航
空
機
、

潜
水
艦
で
採
用
さ
れ
、
陸
海
空
を
制
し
た

理
由
が
分
か
る
こ
と
う
け
あ
い
で
あ
る
。

ド
ラ
イ
・
デ
ィ
ー
プ
サ
イ
ク
ル

バ
ッ
テ
リ
ー
の
メ
リ
ッ
ト

路
上
ト
ラ
ブ
ル
の
約
４
割
は

バ
ッ
テ
リ
ー

高始動性とディープサイクル特性を
兼ね備えた高性能バッテリー

マイナス40℃でも放電可能・クランキング特性２倍

第
二
次
世
界
大
戦
の
航
空
機
用

技
術
を
市
販
用
に
ア
レ
ン
ジ

オデッセイ「アルティメイトLB1700」は、
標準搭載100Ah～の車両向け。W124
の500Eを始めトランクやシート下に搭
載可能なドライ＆シールドの高性能タイ
プ。■希望小売価格73,500円

「オデッセイ」のルーツは、第二次世界大戦で活躍した英
空軍ホーカータイフーン搭載の密閉式ディープサイクル
バッテリーまでさかのぼる。

500Eの暗電流は31ミリアンペア程度。セキュリティなど
の待機電力だけでも、これだけの電流が消費されている。

他のディープサイクルバッテリーとは異なり、無加工で純
正固定金具を使える専用ステーが備わっている。

バッテリー内部の抵抗値が2オーム台で、一般のバッテリー
と比べて少ないのが特長。瞬発力にも富む。

非
密
閉
式
液
体
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
希
硫
酸
バ
ッ
テ
リ
ー

液
が
こ
ぼ
れ
る
と
サ
ビ
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
う
。
最
悪

の
場
合
、ボ
デ
ィ
を
腐
食
さ
せ
る
危
険
性
が
高
い
。
バ
ッ

テ
リ
ー
が
ト
ラ
ン
ク
奥
に
設
置
し
て
あ
る
５
０
０
Ｅ
は

点
検
が
し
に
く
い
た
め
要
注
意
の
ポ
イ
ン
ト
。

ディープサイクルバッテリーのメリットは、容量を多
く使い切れることと、適切な充電メンテナンスによ
り400回以上の充放電が可能なことだ。電動カー
やキャンピングカーのサブバッテリー、UPS電源な
どにも使用されている実力派。、趣味性の高いガレー
ジ保管のクルマやオーディオのコンテストカーに欠
かせないのは理由がある！

DIN規格対応の
ドライ＆密閉式高性能バッテリー

オデッセイ
バッテリーの源流は
航空機にあり

加工なしボルトオン装着が可能 !

オイルやタイヤの銘柄にこだわる人でも、同じ消耗品であるバッテリーは疎かにしていることが多いようだ。
今回紹介する高性能バッテリーは、古めのドイツ車に多いバッテリートラブルを防ぎ、愛車のバッテリーハウ
ジングにサビや腐食を起こさないシールド・ドライタイプ。ハイエンドバッテリーならではの実力を解説しよう。

当然のことだが、ヘアライン号は電
動ファン化により、低速や渋滞時の
電気負荷が増えている。電動ファ
ンの効果は水温が高くなりがちな
500Eにとっては効果絶大だが、そ
の負荷をカバーする対策も必要に
なってくる。

電動ファン化により
電気負荷が増えた

思わぬところでサビは進行している!
ヘアライン号

のトランクは
サビ対

策を施してい
たが、それで

も２年

の使用でサビ
が進行してい

た!

■問い合わせ：㈱プロジェクション　
http://www.projection.co.jp TEL 042-451-1866


